
日
本
大
学
芸
術
学
部
「
芸
術
学
部
紀
要
」
第
蛆
号
抜
刷
平
成
加
年
９
月

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
描
か
れ
た
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》

の
図
像
展
開
に
つ
い
て
…
…
ル
ー
ベ
ン
ス
と
プ
ッ
サ
ン
の
周
辺

□
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聖
地
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
の
峰
で
起
こ
る
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
の
物
語
は
、
オ
ウ
ィ
デ

ィ
ウ
ス
『
変
身
物
窒
聾
の
中
（
ミ
両
弓
・
皀
己
』
》
量
両
『
」
農
］
・
上
、
巻
一
）
に

語
ら
れ
て
い
る
。
恋
多
き
ア
ポ
ロ
（
で
云
○
の
宮
）
の
最
初
の
恋
人
が
、
河
神
ペ
ネ

イ
オ
ス
（
や
①
口
の
旨
）
の
娘
ダ
フ
ネ
Ｓ
ｍ
で
宮
口
の
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
恋
を
呼
び
さ

ま
し
た
の
は
、
愛
の
神
ク
ピ
ド
（
シ
日
日
）
の
残
忍
な
怒
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ア
ポ
ロ
が
ク
ピ
ド
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
馬
鹿
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
「
き
み
は

そ
の
強
力
な
武
器
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
だ
？
・
・
・
わ
た
し
な
ら
。
野
獣
や

■
■

の
：
冒
○
国
富
ご
國
尹
．
《
尹
巨
８
日
」
の
罰
号
の
ロ
、
黒
田
ｏ
局
⑩
旨
》
酔
官
○
℃
○
ｍ
ｇ
の
］
．
】
８
口
○
ぬ
国
ご
豆
の
』
》
シ
で
。
］
｝
○
口
の
一
己
、
已
忌
」
の
］
旬
罰
の
ｐ
Ｂ
ｍ
ｍ
目
ｇ
冒
す
胃
呂
巨
の
》
》

（
閃
応
、
の
巴
島
冒
」
凰
塑
Ｑ
】
庁
函
⑯
。
団
員
シ
摩
自
［
園
『
§
＆
貧
ｇ
ｇ
ｐ
Ｃ
・
お
）
・
己
昌
一
の
巨
目
目
色
］
竜
、
⑨
一
一
一
８
口
・
函
国
日
】
の
」
の
。
①
岳
⑩
己
の
８
一
○
耳
の
①
目
、
の
び
ロ
，

』
画
昌
、
巨
円
］
の
、
の
冒
二
の
⑩
」
の
の
弓
固
四
○
三
（
］
呂
函
）
の
←
の
房
匡
淳
［
〕
□
（
］
垣
＆
）
・
已
餌
凹
巨
、
、
】
の
、
閏
琶
⑥
」
。
、
ご
ｍ
｝
罠
の
円
］
》
回
ｍ
で
の
９
℃
目
←
】
ｏ
己
」
の
円
已
の
己
の
盲
目
局
⑪
叩
の
一
二
①
、
切
目
、

で
自
旧
・
弓
・
因
号
の
曰
：
一
三
・
田
・
巨
の
、
旨
、
旨
］
の
：
】
且
弓
で
の
、
』
の
円
の
官
肝
の
員
旦
一
目
》
の
①
】
目
］
の
ロ
。
己
冨
の
」
の
：
の
厨
・
目
四
ｍ
の
、
ａ
）
符
』
１
←
）
◎
将
．
、
‐
］
］
》
◎
薇
』
画
‐

一
ｍ
》
⑤
賃
一
句
１
氏
◎
符
・
］
④
１
９
）
．

【
の
］
三
。
己
函
」
８
口
。
、
国
で
亘
の
》
シ
で
。
一
一
ｏ
Ｐ
Ｄ
四
ロ
ゲ
ロ
⑪
］
○
ぐ
丘
の
》
ｚ
・
勺
Ｃ
目
⑩
の
旨
》
祠
・
田
・
再
巨
す
の
口
の
マ
レ
・
ロ
胃
円
》

Ｉ
文
学
上
の
典
拠

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
描
か
れ
た

《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
の
図
像
展
開
に
つ
い
て

…
…
ル
ー
ベ
ン
ス
と
プ
ッ
サ
ン
の
周
辺

敵
に
確
か
な
傷
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
あ
い
だ
も
、
巨
大
な
か
ら
だ
の

ピ
ュ
ト
ン
（
二
号
。
。
）
を
、
Ｏ
お
び
た
だ
し
い
矢
で
倒
し
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
い

つ
は
、
毒
液
を
い
れ
た
そ
の
腹
で
、
広
い
地
面
を
ふ
さ
い
で
い
た
怪
物
だ
。
…
」

（
四
五
二
～
四
六
二
）

怒
っ
た
ク
ピ
ド
は
二
本
の
弓
を
射
た
。
一
つ
は
金
で
で
き
て
い
て
ア
ポ
ロ
の
恋

を
か
き
立
て
、
も
う
一
つ
は
、
鉛
の
矢
で
ダ
フ
ネ
の
心
か
ら
恋
を
去
ら
せ
た
。
ダ

フ
ネ
を
追
う
ア
ポ
ロ
、
し
か
し
、
怖
が
っ
て
逃
げ
る
ダ
フ
ネ
。
ア
ポ
ロ
は
乙
女
を

求
め
、
ひ
た
走
り
に
走
っ
た
。

さ
れ
ど
、
力
尽
き
た
彼
女
は
疲
れ
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
父
ペ
ネ
イ

木
村
三
郎
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①
先
行
研
究

と
祈
っ
た
。
す
る
と
、
突
然
、
柔
ら
か
な
腹
部
は
薄
い
樹
皮
で
覆
わ
れ
、
髪
は
葉

に
、
腕
は
枝
に
、
足
は
不
動
の
根
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
ダ
フ
ネ
は
、
常
緑
の

葉
を
誇
る
聖
な
る
月
桂
樹
（
一
ｍ
こ
『
の
）
に
変
身
し
た
の
で
あ
る
（
四
六
三
～
五
五
二
）
。

こ
こ
で
は
、
本
論
考
の
趣
旨
か
ら
考
え
て
、
こ
の
話
の
筋
の
な
か
で
、
ア
ポ
ロ

が
ピ
ュ
ト
ン
を
倒
す
話
を
第
一
の
挿
話
、
ア
ポ
ロ
が
ダ
フ
ネ
を
追
い
求
め
る
話
を

第
二
の
挿
話
、
と
名
付
け
て
お
き
た
い
。

オ
ス
の
河
波
が
眼
に
入
っ
た
。
「
助
け
て
」
と
叫
ん
だ
ダ
フ
ネ
は
、
こ
の
流
れ
が
』

性
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
自
分
の
美
し
い
姿
を
別
の
も
の
に
変
え
て
欲
し
い
、

ａ
、
書
誌
学
研
究

こ
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
壼
聾
の
中
で
、
西
洋
の
十
五
～
十
六
世
紀

に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
挿
絵
を
含
ん
だ
諸
版
を
詳
細
に
調
査
し
、
一
八
八
九
年

に
発
表
し
た
研
究
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
図
瞥
館
版
画
室
の
学
芸
員
で
あ
っ

た
、
デ
ュ
プ
レ
ッ
シ
の
労
作
で
あ
る
（
１
）
。
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ァ
、
リ
ヨ
ン
、
ア
ン
ト
ウ

ェ
ル
ペ
ン
、
等
の
様
々
な
都
市
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
一
六
四
点
の
脅
物
の
、
解
題

を
付
け
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
西
洋
美
術
史
に
お
い
て
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
に
関
わ
る
図
像
学
研
究
で
、
最
初
に
開
く
べ

き
図
瞥
は
こ
の
図
書
で
あ
る
。

そ
の
後
、
三
十
数
年
以
上
経
た
一
九
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
デ
ュ
プ

レ
ヅ
シ
の
労
作
を
机
上
に
圃
き
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ヴ
ァ
ー
ル
ブ

ル
ク
研
究
所
で
そ
れ
ら
の
挿
絵
分
析
を
深
化
さ
せ
た
研
究
が
生
ま
れ
る
。
同
図
誓

館
研
究
紀
要
に
刊
行
さ
れ
た
、
や
は
り
書
誌
学
者
ヘ
ン
ケ
ル
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

の
挿
絵
本
研
究
で
あ
る
三
ｍ
ｚ
六
両
こ
・
対
象
は
、
十
七
世
紀
の
版
に
ま
で
拡
張

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ア
ピ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
が
没
す
る
の
が
、
こ
の
図

書
の
刊
行
後
の
一
九
二
九
年
で
あ
る
か
ら
、
最
晩
年
の
ア
ピ
ー
の
指
導
が
な
さ
れ

Ⅱ
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

こ
の
流
れ
が
神

た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ｂ
、
個
別
の
神
話
図
像
学
研
究
（
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
）

一
方
で
、
『
変
身
物
妻
野
全
般
で
は
な
く
、
個
別
の
説
話
に
限
っ
た
研
究
に
眼
を

転
じ
て
も
、
こ
の
ヴ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
研
究
所
か
ら
の
成
果
は
著
し
い
。
た
と
え
ば
、

彫
刻
家
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の
傑
作
（
ポ
ル
ゲ
ー
ゼ
美
術
館
蔵
）
が
す
ぐ
に
念
頭
に
浮
か

ぶ
「
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
」
に
関
す
る
研
究
が
、
そ
の
後
に
続
く
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
個
別
主
題
に
つ
い
て
も
、
古
く
か
ら
、
多
く
の
美
術
史
家
が
言
及
し

て
い
た
。
以
下
、
下
記
の
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
の
図
像
に
関
す
る
参
考
文
献
を
参
照

さ
れ
た
い
。
十
九
世
紀
末
以
降
に
絞
っ
て
も
、
古
典
学
の
代
表
的
な
、
ロ
シ
ャ
ー

（
宛
。
、
○
宇
田
宛
）
と
、
パ
ウ
リ
Ⅱ
ヴ
ィ
ソ
ヴ
ァ
（
で
シ
ご
げ
ぺ
’
三
】
閉
○
二
シ
）
の
ド

イ
ツ
語
版
参
考
図
書
の
関
連
項
目
の
中
に
は
、
特
に
古
典
古
代
の
文
化
に
認
め
ら

れ
る
作
品
に
つ
い
て
基
礎
的
な
情
報
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
戦
前
の
研
究
で
、
特
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
が
、
一
九

三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
テ
ホ
ウ
（
閏
団
○
ェ
○
三
）
の
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ヘ
ン
ケ
ル
の
研
究
も
机
上
に
備
え
、
そ
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
学
習
し
、
そ
の
数

年
後
に
『
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
図
誓
館
研
究
』
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
七
世

紀
西
洋
美
術
に
お
け
る
神
話
図
像
全
般
を
見
回
し
た
場
合
に
、
今
日
で
も
そ
の
価

値
は
色
槌
せ
る
こ
と
は
な
い
。
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
労
作

を
境
に
学
術
的
な
段
階
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
論
考
に
お
い
て
参
考
に
し
て
い
る
も
う
一
点
の
論
考
は
、
一
九

五
四
年
刊
行
の
、
エ
ッ
ト
リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
小
論
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
監
修

し
た
著
名
な
『
ド
イ
ツ
美
術
史
事
典
』
の
中
に
轡
か
れ
小
論
で
あ
る
が
、
ス
テ
ホ

ウ
の
研
究
を
前
提
に
、
や
は
り
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
研
究
所
収
蔵
の
写
真
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
の
中
の
事
例
を
、
丁
寧
に
分
類
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
現
在
は
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
同
研
究
所
で
、
二
○
○
七
年
十
月
に
改
め

て
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
調
査
し
た
が
、
ス
テ
ホ
ウ
と
エ
ッ
ト
リ
ン
ガ
ー
が
引
用
し
て

い
る
作
品
群
の
大
半
を
そ
の
中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
テ
ホ
ウ
の
論
文
と

照
合
し
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
あ
っ
た
研
究
所
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
写
真
例
を
し
ば

￣
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し
ば
確
認
で
き
た
。
一
九
二
○
年
代
後
半
に
お
け
る
、
同
研
究
所
で
の
資
料
整
理

と
そ
れ
を
調
理
す
る
方
法
を
発
掘
し
た
の
で
あ
る
。
素
材
と
研
究
成
果
を
照
合
す

る
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

も
う
一
点
、
一
九
六
八
年
に
ジ
ロ
ー
（
ロ
畠
シ
Ｃ
Ｄ
）
が
刊
行
し
た
『
ダ
フ
ネ
の

物
語
論
』
は
、
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
十
七
世
紀
末
ま
で
の
美
術
と
文
学
に
描
か

れ
た
作
例
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
ス
テ
ホ
ウ
を
基
礎
資
料

に
し
、
し
ば
し
ば
引
用
し
な
が
ら
の
論
考
で
あ
る
が
、
大
幅
に
文
学
の
事
例
を
求

め
視
野
の
広
い
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

②
何
を
分
析
す
る
の
か

Ｃ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
図
像
学
目
録
研
究

一
方
で
、
近
年
の
大
き
な
収
穫
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
た
、
サ

ヴ
ィ
ア
ー
ニ
（
ｍ
シ
ヨ
ン
ヱ
ー
）
の
目
録
と
解
説
で
あ
る
。
図
像
目
録
を
デ
ジ
タ
ル

で
公
開
す
る
と
い
う
秀
抜
な
試
み
で
、
大
き
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
。
時
代
が
変

わ
り
、
先
行
研
究
を
活
字
媒
体
と
し
て
机
上
に
備
え
る
必
要
も
な
く
、
モ
ニ
タ
ー

上
で
、
常
に
参
照
が
可
能
な
時
代
と
な
っ
た
。
論
文
の
入
っ
た
図
書
を
苦
労
し
な

が
ら
収
集
す
る
必
要
も
な
く
、
万
人
に
開
か
れ
た
方
法
の
中
に
登
場
し
て
い
る
。

ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
の
神
話
図
像
研
究
は
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
古
典
古
代
の
作

例
か
ら
始
め
、
二
十
世
紀
ま
で
も
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
膨
大
な
作
品
群
を
対

象
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
無
謀
な
試
み
は
避
け
、
ほ

ぼ
、
西
洋
の
十
六
世
紀
初
め
か
ら
十
七
世
紀
前
半
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
ベ
ル
ニ
ー
ニ
の
彫
刻
作
品
な
ど
も
対
象
か
ら
外
し
、
長
く
著
者
の
関
心
の
対

象
と
な
っ
て
来
た
、
挿
絵
本
と
絵
画
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
そ
う
し
た
限

ら
れ
た
作
品
群
を
眺
め
、
先
学
の
先
行
研
究
の
遺
産
を
咀
噛
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
来
た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
イ
メ
ー
ジ
群
は
、
す
で
に
諸
先
学

が
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
大
半
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
対
象
に
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
提

案
し
て
い
る
「
類
型
分
析
」
を
、
新
た
に
試
み
た
。
視
点
が
変
わ
れ
ば
、
分
類
方

法
も
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
（
２
）
。
そ
の
再
構
成
の
結
果
が
、
以
下
の
分
析
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
と
プ
ッ
サ
ン
と
い
う
十
七
世
紀
の
画
家
の
描
い
た
作

品
に
つ
い
て
、
若
干
の
新
知
見
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
研
究
所
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
、
作
品

写
真
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
場
合
、
そ
の
数
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ス
テ
ホ
ウ
や
ジ
ロ
ー

の
場
合
も
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
研
究
者
の
場
合
も
同
じ
経
験
を
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
群
を
料
理
す
る
に
は
、
素
朴
な
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
包

丁
さ
ば
き
が
必
要
な
の
か
。
つ
ま
り
、
整
理
の
方
法
と
視
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
を
、
す
こ
ぶ
る
単
純
に
、
描
き
込
ま
れ
た
登
場
人
物
の
数
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
五
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
自
然
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
以
下
の
五

つ
の
類
型
と
も
、
す
で
に
指
摘
し
て
あ
る
典
拠
の
中
で
は
、
第
二
の
挿
話
を
共
通

し
て
描
い
て
い
る
こ
と
を
先
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

類
型
①
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
（
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
そ
し
て
ル
ー
ベ
ン
ス
）

図
１
に
示
し
た
作
品
は
、
ス
テ
ホ
ウ
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い

る
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
木
版
画
で
あ
る
（
ｍ
弓
両
ｏ
頭
○
三
．
ご
酌
シ
ニ
ン
ヱ
｛
》
畠
）
。

画
面
前
景
右
に
ア
ポ
ロ
、
左
端
に
ダ
フ
ネ
。
右
手
か
ら
走
っ
て
き
た
よ
う
な
ア
ポ

ロ
の
右
手
が
ダ
フ
ネ
の
身
体
に
触
れ
た
瞬
間
を
描
い
て
い
る
。
ダ
フ
ネ
の
両
手
か

ら
月
桂
樹
が
伸
び
て
い
る
背
景
に
は
山
並
み
の
あ
る
風
景
。
ア
ポ
ロ
の
身
体
に
は
、

地
面
に
下
ろ
し
た
右
足
の
安
定
感
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
が
、
版
画
家
は
疾
走
感
を

出
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

図
２
に
は
、
イ
タ
リ
ア
十
七
世
紀
の
画
家
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
が
描
く
ア
ポ
ロ
と
ダ

フ
ネ
。
背
景
に
は
、
広
々
と
し
た
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
遠
景
に
は
建
築
物
が

Ⅲ
表
現
上
の
五
つ
の
類
型

グ
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類
型
②
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド

高
台
に
あ
り
、
中
景
に
は
二
本
の
樹
木
。
前
景
に
は
、
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
。
左
か

ら
走
り
込
ん
で
来
る
二
人
。
近
代
の
風
景
画
が
成
立
し
て
く
る
過
程
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
派
の
画
家
の
作
品
で
あ
る
（
３
）
。

図
３
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
作
品
（
４
）
。
背
景
に
は
、
風
景
が
暗
示
さ
れ
る
よ
う
に

描
か
れ
て
は
い
る
が
、
存
在
感
は
小
さ
い
。
む
し
ろ
、
前
二
作
品
と
較
べ
、
左
か

ら
右
に
走
り
込
む
ア
ポ
ロ
の
疾
走
感
が
強
烈
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
身
体
は
前
方

に
向
け
な
が
ら
、
顔
だ
け
振
り
返
る
ダ
フ
ネ
か
ら
は
、
逃
げ
お
お
せ
ず
に
、
ロ
か

ら
は
救
い
を
求
め
る
声
が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
よ
う
な
緊
迫
感
が
漂
っ
て
い
る
。

走
り
つ
つ
あ
る
人
体
の
脚
、
そ
し
て
足
蕊
、
ひ
ね
っ
た
人
体
と
い
う
解
剖
学
的
な

位
置
関
係
が
論
理
的
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
な
ら
で
は
の
圧
倒
的
な

動
感
の
表
現
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
５
）
。

図
４
に
は
、
も
う
一
点
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
周
辺
の
画
家
が
描
い
た
と
想
定
さ
れ

て
い
る
作
品
を
示
し
た
。
若
干
錯
綜
し
た
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
画
面
の
左
側
に

は
、
前
作
と
は
逆
に
、
右
か
ら
左
へ
と
ダ
フ
ネ
を
追
う
ア
ポ
ロ
が
描
か
れ
て
い
る
。

繊
細
な
濃
淡
を
自
在
に
使
っ
た
軽
快
な
素
描
に
は
、
や
は
り
こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
の

大
家
の
周
辺
に
い
た
画
家
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
（
６
）
。

図
５
か
ら
は
、
エ
ッ
ト
リ
ン
ガ
ー
等
に
よ
る
先
行
研
究
で
試
み
ら
れ
た
も
の
と

は
、
別
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
作
品
群
で
あ
る
．

先
ず
、
こ
の
画
面
（
三
両
『
』
、
臼
）
は
、
周
辺
を
グ
ロ
テ
ス
ク
文
様
が
飾
っ
て

い
る
。
上
半
分
は
左
右
相
称
を
意
識
し
、
人
体
、
動
物
、
植
物
な
ど
の
様
々
な
モ

チ
ー
フ
を
連
続
模
様
と
し
て
あ
し
ら
っ
て
い
る
。
下
部
に
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ク

ピ
ド
が
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
年
後
に
制
作
さ
れ
て
い
る
図
６
（
（
ミ
向
『
」
、
ｇ
）

に
は
、
周
囲
を
、
紐
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
中
に
糟
繊
で
相
称
性
の
強
い
、
や
は

り
連
続
模
様
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
中
央
の
画
面

の
下
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
イ
タ
リ
ア
語
で
、
こ
の
『
変
身
物
語
』
の
中
の
当
該

場
面
の
情
景
が
要
約
さ
れ
、
八
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
双
方
の
中
央

の
図
に
は
、
類
型
①
と
極
め
て
似
通
っ
た
構
図
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
中
央
上
部
の
挿
絵
部
分
前
景
に
ア
ポ
ロ
（
こ
の
ご
房
）
が
疾
走
し
な
が

ら
、
ダ
フ
ネ
（
□
各
ゴ
ロ
の
）
を
追
う
姿
を
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ポ
ロ
は

左
手
に
弓
。
矢
筒
も
背
中
に
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
ダ
フ
ネ
の
姿
は
、
類
型
①

の
場
合
と
は
若
干
異
な
り
、
月
桂
樹
（
白
目
の
『
）
に
な
っ
て
、
足
が
地
中
か
ら

生
え
だ
し
て
い
る
印
象
を
強
め
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
景
に
あ
る
風

景
も
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
エ
房
の
作
例
な
ど
と
は
異
な
り
前
景
が
高
く
な
り
、
後
景
は

や
や
見
下
ろ
す
よ
う
な
構
図
を
取
っ
て
い
る
－
７
）
。

し
か
し
、
筆
者
が
、
こ
の
論
考
で
、
類
型
①
と
類
型
②
と
を
分
け
る
根
拠
は
、

画
面
左
上
部
に
、
矢
を
射
つ
つ
あ
る
ク
ピ
ド
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

に
あ
る
。
そ
の
ク
ピ
ド
は
、
空
中
で
左
手
を
前
に
突
き
だ
し
て
弦
を
強
く
張
り
出

し
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
か
ら
は
す
で
に
ダ
フ
ネ
に
も
矢
が
命
中
し
て
い

る
段
階
で
あ
る
か
ら
、
筋
が
通
ら
な
い
と
も
い
え
る
。
図
７
は
、
や
は
り
、
一
五

五
七
年
刊
行
の
同
リ
ヨ
ン
版
に
見
ら
れ
る
、
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
題
さ
れ
た
木
版

で
あ
る
。
右
手
か
ら
走
り
込
む
ア
ポ
ロ
。
図
版
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
空
中
に

ク
ピ
ド
。
全
体
に
は
風
景
描
写
が
目
立
つ
（
８
）
。

ば
、
図
８
に
は
、
’
五
八
○
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
刊
行
さ
れ
た
図
書
の
中
に
、

ド
イ
ツ
の
版
画
家
ゾ
リ
ス
が
描
い
た
も
の
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
左
右
が
逆
転
し

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
樹
図
は
ほ
と
ん
ど
借
用
し
て
い
る
（
□
こ
勺
目
閉
［
卯

国
際
。
｛
ア
ン
ロ
ロ
ロ
②
）
。

も
う
一
点
、
図
９
は
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
、
一
五
八
二
年
刊
行
さ
れ
た
ラ
テ
ン
．

語
版
の
『
変
身
物
語
』
の
中
の
も
の
で
、
さ
ら
に
変
更
が
加
わ
っ
て
い
る
。
木
版

で
彫
ら
れ
て
い
る
稚
拙
感
が
あ
る
が
、
一
方
で
形
態
に
勢
い
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
ゾ
リ
ス
の
作
風
と
も
若
干
異
な
っ
た
筆
致
で
あ
り
、
左
か
ら
わ
ず
か
な
が

ら
右
奥
に
走
り
込
む
、
後
ろ
姿
の
ア
ポ
ロ
を
描
い
て
い
る
（
ミ
国
弓
」
田
圃
も
．
ｇ
）
。

サ
ロ
モ
ン
の
版
画
の
影
響
は
ド
イ
ツ
方
面
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
図
旧
に
示
し

た
作
例
は
、
一
五
九
一
年
と
い
う
記
録
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の

版
画
家
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ
ル
フ
ト
が
制
作
し
た
版
画
で
あ
る
。
左
上
に
ク
ピ
ド
。

ピ
ド
。
全
体
に
は
風
景
描
写
が
目
立
つ
（
８
）
。

こ
の
リ
ヨ
ン
版
の
中
に
描
か
れ
た
版
画
の
影
響
力
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
た
と
え
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前
景
の
左
か
ら
走
り
込
む
ア
ポ
ロ
が
、
左
手
を
精
一
杯
伸
ば
し
て
ダ
フ
ネ
に
触
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
背
景
の
描
写
で
あ
る
。
従
来
か

ら
、
風
景
描
写
が
描
か
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
品
の
場
合
、
中
景

か
ら
後
ろ
の
風
景
は
、
画
家
の
視
点
か
ら
見
て
一
段
と
低
い
位
置
に
描
か
れ
、
い

わ
ゆ
る
傭
敵
構
図
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
上
に
は
、
蛇
行
す
る
道
が
描
か

れ
、
そ
こ
に
は
小
さ
く
描
か
れ
た
人
物
た
ち
が
、
神
話
世
界
と
は
必
ず
し
も
関
係

が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
、
日
常
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。

サ
ロ
モ
ン
の
版
画
に
は
そ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
法
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
傭
鰍
構
図
の
中
に
普
通
の
民
衆
の
姿
を
描
く
伝
統
的
な
風
景
の
手
法
が
あ
っ

た
北
方
フ
ラ
ン
ド
ル
に
、
サ
ロ
モ
ン
的
な
図
柄
が
伝
わ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
展
開

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
版
画
家
は
、
当
初
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
メ
ケ
レ
ン
で
制
作
を
し
て
い
た
が
、

や
が
て
才
能
に
着
目
さ
れ
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
プ
ラ
ン
タ

ン
か
ら
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
寓
意
図
像
集
の
挿
絵
の
制
作
も
行
い
、

一
五
九
一
年
に
は
、
『
イ
ソ
ッ
プ
物
塞
聾
と
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
『
変
身
物
壷
聾
の

挿
絵
制
作
に
携
わ
っ
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
の
義
理
の
息
子
で
後
継
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ネ

ス
・
モ
レ
ト
ゥ
ス
の
依
頼
で
あ
っ
た
（
９
）
。
こ
う
し
た
樹
図
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
と

そ
の
周
辺
の
表
現
方
法
か
ら
受
け
つ
い
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
連
想
で

き
る
の
で
あ
る
。

一
六
一
九
年
刊
行
の
『
変
身
物
奉
聾
に
描
か
れ
て
い
る
図
ｕ
ａ
の
場
合
、
描
写

は
格
段
に
進
歩
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
ミ
国
司
一
巴
＠
・
宇
田
》
ミ
①
『
・

扇
巴
に
も
再
録
、
図
Ⅲ
ｂ
）
。
画
面
が
左
右
逆
転
し
、
全
体
の
構
図
か
ら
受
け
る
印

象
は
、
明
暗
と
濃
淡
の
差
で
あ
る
。
版
画
家
プ
リ
オ
の
作
品
（
四
・
右
上
の
雲
の
中

に
弓
を
引
き
絞
っ
た
ク
ピ
ド
。
ア
ポ
ロ
は
前
作
同
様
に
、
左
手
に
弓
。
ダ
フ
ネ
は
、

脚
が
す
で
に
木
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
女
性
の
優
雅
さ
が
柔
ら
か
な
着
衣
の
衣

紋
表
現
に
巧
み
に
表
さ
れ
て
い
る
。
振
り
向
く
ダ
フ
ネ
は
わ
ず
か
に
口
を
開
き
、

恐
れ
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
が
、
長
い
金
髪
を
連
想
さ
せ
る
頭
髪
が
あ
で
や
か

に
風
に
揺
れ
て
い
る
。
弓
と
矢
筒
を
肩
か
ら
抱
え
た
ア
ポ
ロ
の
衣
装
も
丁
寧
に
描

か
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
図
、
で
も
確
認
し
た
、
傭
敵
構
図
の
中
の
中
景
か
ら
奥
に
向
か
っ
て

進
む
風
景
の
な
か
で
は
、
風
俗
の
細
か
な
演
出
が
成
功
し
て
い
る
。
ク
ロ
ス
・
ハ

ッ
チ
ン
グ
の
手
法
で
暗
く
し
た
前
景
の
地
面
と
較
べ
、
明
る
く
し
た
中
景
に
は
、

蛇
行
す
る
道
の
周
辺
に
、
精
密
に
描
き
込
ま
れ
た
家
々
・
草
を
は
む
動
物
と
杖
を

つ
い
て
歩
く
平
和
な
農
夫
た
ち
。
そ
し
て
、
最
遠
景
の
山
の
頂
に
は
塔
が
見
え
る
。

類
型
③
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ペ
ネ
イ
オ
ス

図
皿
は
、
カ
ラ
イ
ョ
の
作
品
（
Ⅱ
）
。
矢
筒
を
背
負
い
な
が
ら
右
手
か
ら
走
り
込
む

ア
ポ
ロ
に
対
し
て
、
左
手
中
景
に
ダ
フ
ネ
。
足
下
に
は
弓
。
身
体
を
反
り
返
し
な

が
ら
、
拒
否
の
姿
で
あ
る
。
両
手
の
先
か
ら
は
月
桂
樹
の
葉
。
風
景
描
写
は
ほ
と

ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
彫
り
込
ん
だ
繊
細
な
陰
影
を
生
か
し
た
エ
ン
グ
レ
ー
ヴ
ィ

ン
グ
の
技
法
が
、
人
体
の
鎚
感
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
で
は
、
類
型
①
と
②
で
紹
介
し
た
作
品
群
と
は
異
な
り
、

前
景
左
手
下
に
、
半
ば
背
中
を
見
せ
た
男
性
像
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
右
手
下

に
は
、
渦
巻
く
流
れ
を
表
し
た
部
分
も
あ
り
、
こ
の
人
物
が
、
ダ
フ
ネ
の
父
親
ペ

ネ
イ
オ
ス
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ア
ポ
ロ
の
走
り
込
む
勢
い
に
父
親
も
抵

抗
す
る
術
は
な
く
、
手
を
つ
い
て
倒
れ
込
ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
。

カ
ラ
イ
ョ
は
、
十
六
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
銅
版
画
家
。
ロ
ー
マ
の
地
で
、
Ｍ
・

ラ
イ
モ
ン
デ
ィ
の
周
辺
に
い
て
制
作
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
代
表
作

の
一
つ
で
あ
る
「
神
々
の
愛
」
と
呼
ば
れ
る
二
十
点
の
連
作
を
制
作
し
、
う
ち
二

点
は
、
ロ
ッ
ソ
、
残
り
が
、
デ
ル
・
ヴ
ァ
ー
ガ
の
原
画
に
基
づ
い
て
い
る
と
さ
れ

る
。図
旧
に
は
、
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ネ
の
作
品
面
）
。
現
在
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

が
所
蔵
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
前
景
左
下
に
倒
れ
た
ペ
ネ
イ
オ
ス
が
い
て
、
右

手
に
は
正
面
を
向
い
た
ア
ポ
ロ
。
左
に
、
身
体
を
ひ
ね
っ
た
ダ
フ
ネ
。
両
手
が
、

す
で
に
林
を
な
し
て
い
る
よ
う
な
月
桂
樹
の
群
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
奇

妙
な
図
柄
で
あ
る
。

図
叫
は
、
も
う
一
点
の
ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ネ
の
作
品
（
胸
）
。
縦
長
の
画
面
に
三
者
が
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描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
右
手
前
景
に
走
り
込
ん
で
来
た
ア
ポ
ロ
。
弓
矢
を
左
手
に
、

矢
筒
を
腰
に
下
げ
、
右
手
で
ダ
フ
ネ
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
坂
道
を
登
っ

て
逃
げ
よ
う
と
ダ
フ
ネ
は
、
振
り
向
き
な
が
ら
踊
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

両
者
と
も
極
め
て
細
身
の
長
身
で
、
揺
れ
動
く
よ
う
な
曲
線
の
効
果
を
ね
ら
っ
て

い
て
、
前
作
以
上
に
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
好
み
が
横
溢
し
て
い
る
。

こ
の
作
家
は
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
ア
ド
リ
ヴ
海
に
面
し
た
港
町
ザ

ダ
ル
出
身
の
イ
タ
リ
ア
の
画
家
で
あ
り
版
画
家
で
も
あ
っ
た
。
一
五
四
○
年
代
に

は
、
サ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
テ
ィ
や
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
作
品
、
お
よ
び
パ
ル
ミ
ジ
ア
ニ
ー
ノ

の
素
描
や
版
画
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
ト
ス
カ
ー
ナ
・
ロ
ー

マ
風
の
様
式
を
い
ち
は
や
く
受
容
し
た
。
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
や
ヤ
ー
コ
ポ
・
バ
ッ

サ
ー
ノ
の
そ
の
後
の
歩
み
を
先
駆
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

図
旧
に
は
、
や
は
り
、
イ
タ
リ
ア
の
十
六
世
紀
の
画
家
カ
ン
ビ
ァ
ー
ソ
の
作
品
。

画
面
前
景
に
、
今
度
は
右
側
に
や
や
正
面
を
向
い
て
横
た
わ
る
ペ
ネ
イ
オ
ス
。
足

下
に
は
壷
が
あ
り
水
が
流
れ
出
て
い
る
。
そ
の
手
前
で
、
ア
ポ
ロ
が
ダ
フ
ネ
に
触

れ
た
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。
後
景
か
ら
前
景
に
走
り
出
し
て
来
る
と
い
う
、
先
行

例
に
は
見
ら
れ
な
い
構
図
と
、
棒
状
の
線
描
の
持
つ
速
筆
の
勢
い
に
は
特
徴
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
素
描
に
は
、
人
体
の
陰
影
に
も
わ
ず
か
な
落
差
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
、
フ
ォ
ル
ム
の
量
感
を
出
そ
う
と
す
る
作
家
の
こ
だ
わ
り
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。
キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
的
な
人
体
表
現
と
、
や
が
て
絵
画
に
お
け
る

陰
影
技
術
の
成
功
故
に
、
十
六
世
紀
最
大
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
画
家
と
も
呼
ば
れ
、

十
七
世
紀
に
盛
行
す
る
宗
教
画
に
お
け
る
装
飾
趣
味
を
先
導
し
た
と
さ
れ
る
画
家

ら
し
い
素
描
で
あ
る
２
．

類
型
④
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド
と
ペ
ネ
イ
オ
ス
（
プ
ッ
サ
ン
）

図
咀
は
、
マ
イ
ョ
リ
カ
陶
器
に
描
き
込
ま
れ
た
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
の
傭
景
で
あ

る
。
右
手
か
ら
、
走
り
込
む
ア
ポ
ロ
。
左
に
は
、
着
衣
を
乱
し
な
が
ら
逃
げ
る
ダ

フ
ネ
の
両
手
と
頭
部
か
ら
は
、
樹
葉
が
勢
い
よ
く
伸
び
上
が
っ
て
い
る
。
上
部
に

ク
ピ
ド
。
左
下
に
は
、
ペ
ネ
イ
オ
ス
。
建
築
物
を
描
い
た
風
景
が
後
景
に
広
が
る
。

の
左
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
腰
か
ら
下
の
部
分
、
そ
し
て
右
手
の
大
半
が
失
わ
れ

て
い
る
。
切
り
取
ら
れ
た
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
失
せ
た
部
分
に
は
、
ア

ポ
ロ
が
走
り
込
ん
で
来
る
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

ダ
フ
ネ
は
、
振
り
向
き
な
が
ら
身
体
を
わ
ず
か
に
反
ら
し
、
前
作
と
同
じ
よ
う

な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
左
手
先
に
は
月
桂
樹
の
葉
。
頭
上
の
空
中
に
、
相
対
的

に
大
き
く
描
き
こ
ま
れ
た
ク
ピ
ド
。
右
手
に
弓
。
左
手
は
右
手
の
方
に
振
り
、
い

今
ま
で
分
類
を
し
て
来
た
主
要
人
物
た
ち
が
四
人
全
て
登
場
す
る
、
と
い
う
構
成

で
あ
る
。

図
Ⅳ
は
、
フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
の
画
家
、
プ
ッ
サ
ン
の
素
描
で
あ
る
。
画
面
中

央
の
左
か
ら
走
り
込
む
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
。
矢
筒
を
背
に
し
て
、
右
手
を
思
い
切

り
伸
ば
し
た
ア
ポ
ロ
。
ダ
フ
ネ
か
ら
は
勢
い
よ
く
上
に
向
か
っ
て
樹
葉
が
伸
び
て

い
る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の
表
現
力
に
は
及
ば
な
い
が
、
ダ
フ
ネ
が
身
体
を
左
に
反
ら

し
な
が
ら
避
け
よ
う
と
す
る
身
振
り
と
、
ア
ポ
ロ
の
位
置
と
関
係
に
は
、
切
迫
し

た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
認
め
ら
れ
る
。
ダ
フ
ネ
の
足
下
に
は
、
最
愛
の
娘
を
必
死
に

守
ろ
う
と
す
る
ペ
ネ
イ
オ
ス
。
ダ
フ
ネ
の
両
脚
の
間
に
は
、
壷
が
あ
っ
て
水
が
流

れ
出
し
て
い
る
。
左
上
空
中
に
、
左
手
に
弓
を
持
ち
、
矢
を
放
ち
終
わ
っ
た
後
の

ク
ピ
ド
。
登
場
人
物
が
四
者
と
も
描
か
れ
る
と
い
う
作
品
は
こ
の
類
型
④
だ
け
で
、

事
例
と
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
。
プ
ッ
サ
ン
の
こ
の
素
描
で
は
、
周
辺
に
プ
ッ

ト
ー
が
若
干
名
い
て
、
右
手
の
ペ
ネ
イ
オ
ス
の
後
ろ
に
は
他
の
ニ
ン
フ
、
と
い
う

よ
う
に
、
こ
の
物
語
を
容
易
に
説
明
し
う
る
付
属
的
な
モ
チ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ

て
い
る
。
鑑
賞
者
に
、
十
分
に
物
語
り
内
容
を
伝
え
る
こ
と
を
考
え
続
け
た
、
こ

の
博
識
で
、
さ
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
で
あ
っ
た
画
家
な
ら
で
は
の
構
成

で
あ
る
。

一
方
で
、
素
描
段
階
と
は
い
え
、
二
人
の
プ
ッ
ト
ー
の
存
在
が
前
景
を
作
り
、

こ
の
事
件
の
主
人
公
た
ち
は
中
央
に
位
置
し
、
背
景
に
は
大
道
具
的
な
モ
チ
ー
フ

を
配
置
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
速
度
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
表
現
で
は
敵
わ
な
い

ル
ー
ベ
ン
ス
に
は
で
き
な
か
っ
た
、
階
層
的
な
プ
ラ
ン
を
軸
と
し
た
構
成
が
成
立

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
閲
）
。

図
旧
は
、
プ
ッ
サ
ン
の
描
い
た
も
う
一
点
の
素
描
で
あ
る
§
・
ダ
フ
ネ
が
画
面
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か
に
も
、
今
、
矢
を
放
っ
た
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
、
数
多
く
比
較

を
試
み
て
来
た
結
果
か
ら
も
、
プ
ッ
サ
ン
が
物
語
の
前
段
階
の
ク
ピ
ド
の
い
た
ず

ら
を
十
分
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
一
種
の
伏
線
と
も
い

え
る
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
き
込
み
、
そ
の
「
物
語
の
筋
」
を
伝
え
る
こ
と
が
こ
の
画

家
に
は
、
重
要
な
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
画
面
下
の
ペ
イ
ネ
イ
オ
ス
は
、
座
り
込
ん
で
い
て
顔
は
う
な
だ
れ
、

悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
。
最
愛
の
娘
が
、
ア
ポ
ロ
に
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ら
か
、
変
身
し
て
し
ま
う
悲
し
さ
か
ら
か
、
痛
々
し
い
表
情
で
あ
る
。
左
手
の
後

ろ
に
は
壷
が
横
倒
し
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
水
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
こ
の

画
家
が
し
ば
し
ば
用
い
る
、
河
の
神
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
る
壷
か
ら
流
れ
出

し
、
手
前
に
向
け
て
や
は
り
流
れ
て
く
る
水
は
、
画
面
前
景
下
部
に
静
か
な
動
き

を
与
え
て
い
て
、
上
部
の
激
し
い
混
乱
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ペ
ネ
イ
オ
ス
の
右

手
に
は
、
や
は
り
壷
を
腕
の
下
に
し
た
、
水
の
一
ラ
フ
。

風
景
画
と
し
て
の
性
格
も
こ
こ
に
は
明
瞭
に
現
れ
て
い
て
、
背
景
に
は
、
パ
ル

ナ
ッ
ソ
ス
に
蛇
行
す
る
河
の
流
れ
が
あ
る
。
前
景
が
、
ペ
ン
に
よ
る
素
描
の
上
に
、

黄
土
色
の
イ
ン
ク
で
濃
く
、
ま
た
重
た
く
着
色
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
中
景
か
ら

後
ろ
に
は
、
淡
い
部
分
か
、
あ
る
い
は
着
色
し
な
い
部
分
を
残
し
て
明
る
く
処
理

し
、
背
景
へ
の
抜
け
る
よ
う
な
奥
行
き
の
表
現
を
試
み
て
い
る
。
素
描
に
お
い
て

こ
そ
、
「
明
暗
描
写
の
素
描
家
」
と
い
う
資
質
が
容
易
に
理
解
さ
れ
る
画
家
で
あ
る
。

い
ず
れ
、
そ
の
風
景
画
２
空
叺
作
の
場
合
で
も
、
特
に
一
六
四
八
年
前
後
に
、
た

と
え
ば
《
フ
ォ
キ
オ
ン
の
遺
灰
の
収
集
》
等
の
作
品
で
、
ク
ロ
ー
ド
と
は
異
な
っ

た
技
法
で
、
光
と
陰
を
描
き
出
す
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
こ
の
画
家
の
手

法
の
一
段
階
が
確
認
で
き
る
。

類
型
⑤
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド
と
ピ
ュ
ト
ン

図
旧
で
は
、
い
さ
さ
か
登
場
人
物
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
刊
行
が
若
干
遡
及

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
四
九
七
年
に
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ァ
で
刊
行
さ
れ
た
、
大
衆

性
の
あ
る
変
身
讃
の
中
の
挿
絵
で
あ
る
（
の
男
シ
ご
ロ
』
）
。
右
側
に
は
、
ア
ポ
ロ

と
ダ
フ
ネ
。
空
中
に
は
弓
矢
を
手
に
し
て
い
る
ク
ピ
ド
と
彼
を
侮
辱
し
つ
つ
あ
る

ア
ポ
ロ
が
い
る
。
画
面
前
景
右
手
に
は
、
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
。
こ
の
論
文
の
冒
頭

で
指
摘
し
て
あ
る
、
第
一
の
挿
話
と
第
二
の
挿
話
が
扱
っ
て
い
る
二
つ
の
違
っ
た

場
面
を
と
も
に
描
き
出
し
て
い
る
。
異
図
同
時
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

背
景
左
手
に
は
、
建
築
物
の
あ
る
町
。
前
景
左
に
は
も
う
一
つ
の
別
の
話
の
場

面
が
描
か
れ
て
い
て
、
弓
矢
を
手
に
立
っ
て
い
る
の
が
ア
ポ
ロ
。
ア
ポ
ロ
の
ピ
ュ

ト
ン
殺
害
の
話
が
こ
の
版
画
の
中
に
は
、
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
描
き
込
ま

れ
て
い
る
の
は
そ
の
遺
骸
で
あ
る
。
改
め
て
説
明
を
加
え
れ
ば
、
ピ
ュ
ト
ン
と
は
、

ガ
イ
ア
（
大
地
）
の
子
で
デ
ル
フ
ォ
イ
の
町
に
い
た
大
蛇
と
も
形
容
さ
れ
る
も
の
で
、

ア
ポ
ロ
は
、
デ
ル
ポ
イ
に
来
て
こ
れ
を
射
殺
し
、
こ
こ
に
神
託
所
を
開
い
た
と
さ

れ
る
⑫
。

も
う
一
点
、
図
加
は
、
一
五
五
三
年
に
、
や
は
り
ヴ
ェ
ネ
ッ
イ
ァ
で
刊
行
さ
れ

た
変
身
誼
の
一
つ
に
描
か
れ
た
木
版
で
あ
る
ｅ
已
勺
呂
閉
一
ｍ
》
ｇ
》

エ
両
三
六
口
Ｆ
》
量
一
○
扇
シ
ご
ｐ
己
・
四
囲
と
困
即
ｍ
シ
く
閂
シ
Ｚ
目
・
望
）
。
左
側
に
は
、

ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
。
空
中
に
は
弓
矢
を
放
ち
終
わ
っ
た
後
の
ク
ピ
ド
。
下
界
の
様

子
に
眼
を
こ
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
画
面
前
景
右
手
に
は
、
一
層
奇
怪
に
描
か

れ
た
ピ
ュ
ト
ン
が
い
る
耐
）
。

Ⅳ
結
論

以
上
、
ス
テ
ホ
ウ
が
提
供
し
て
く
れ
た
資
料
の
な
か
か
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら

バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
限
ら
れ
た
時
代
の
作
品
を
へ
筆
者
の
視
点
で
並
べ
変
え
る
作
業

を
試
み
た
。
そ
の
成
果
、
ル
ー
ベ
ン
ス
に
関
し
て
言
え
ば
、
ア
ル
パ
ー
ス

（
シ
弓
団
勾
の
）
が
、
一
五
五
七
年
版
を
中
心
に
一
六
世
紀
刊
行
の
『
変
身
物
壷
聾

を
築
中
的
に
調
査
し
て
指
摘
し
た
結
論
と
は
、
若
干
異
な
っ
た
見
方
が
可
能
に
な

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ッ
サ
ン
の
素
描
に
関
し
て
も
、
従
来
か
ら
の

見
解
で
は
必
ず
し
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
視
点
を
提
供
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
十
世
紀
の
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像
学
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展
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を
振
り
返
る
と
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ヘ
ン
ケ
ル
の
論
考
が
刊
行
さ
れ
る
一
九
二
七
年
と
い
う
年
に
は
、
若
き
パ
ノ
フ
ス

(61）ルネサンスからバロックにかけて描かれた《アポロとダフネ)の図像展開について……ルーペンスとプッサンの周辺
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①
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ｂ
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献
呈
論
文
集
に
刊
行
す
る
年
で
あ
る
（
巴
。
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仮
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。
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。
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し
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す
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近
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蒸
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史
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を
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を
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あ
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○
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ｏ
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②
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①
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Ｆ
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［
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司
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Ｑ
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と
が
で
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極
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数
々
の
労
作
が
指
摘
で
き
る
。

☆
☆
ア
ポ
ロ
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ダ
フ
ネ
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図
像
に
関
す
る
参
考
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献
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げ
る
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と
が
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②
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．
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Ｐ
『
‐
三
田
、
○
三
シ
』
く
七
・
四
＄
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Ｐ
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②
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○
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．
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踏
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を
行
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述
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一
ｍ
ｍ
《
１
忠
ｒ
く
の
く
因
団
Ｐ
・
《
□
四
つ
ヨ
ョ
の
》
・
幻
○
ｍ
○
エ
団
宛
』
も
．
、
望
１
℃
田
・
『
の
己
。
『
二
・

調
査
を
行
っ
た
上
で
、
比
較
記
述
を
繰
り
返
す
こ
と
で
時
代
の
表
現
の
変
遷
を
』

づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ヘ
ン
ケ
ル
と
比
べ
、
美
術
史
側
か
ら
の
版
画
、

絵
画
自
体
の
基
礎
資
料
調
査
の
成
果
が
詳
し
い
。

Ⅱ
学
術
的
な
研
究
水
準
を
目
指
し
た
時
代
の
美
術
史
研
究

］
ｇ
一
己
シ
○
○
○
三
口
金
・
）
・
《
□
島
］
の
》
》
貝
×
二
（
ご
ｇ
）
七
・
巴
］
・
弓
画
く
・
口
．

ご
望
両
、
「
『
ロ
Ｚ
○
団
力
（
Ｆ
・
）
・
《
ロ
：
ゴ
コ
の
》
・
詞
目
ご
戸
已
・
已
呂
‐
ご
巴
・
諸
作

例
を
分
類
し
論
述
し
て
い
る
。

］
畠
ヨ
ミ
ロ
Ｆ
司
司
（
』
・
）
》
Ｃ
「
①
。
ご
［
諒
○
ど
の
ロ
、
、
ご
己
の
Ｅ
ご
Ｑ
Ｓ
『
、
宛
周
の
□
二
一
○
．

旨
こ
の
「
の
邑
叱
邑
曳
ど
の
『
ロ
『
の
国
冒
「
こ
の
由
目
口
匡
。
こ
」
。
」
画
ご
声
ご
亘
。
Ｑ
、
「
鼠
で
．

Ｆ
四
己
、
》
○
．
一
一
・
国
宮
『
○
℃
巴
⑫
○
弓
の
エ
Ｃ
Ｄ
営
め
◎
す
巳
切
り
宮
ユ
津
の
Ｐ
×
く
・
患
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
を
初
め
と
し
た
十
六
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
お
け
る
ダ
フ

ネ
の
受
容
を
論
じ
て
い
る
近
年
の
労
作
。

一
場
］
司
○
三
目
因
ｚ
宛
○
ｍ
両
（
」
・
田
・
）
．
〔
ミ
○
．
牝
己
の
員
頁
ご
Ｃ
、
Ｓ
の
鷺
」
ミ
の
「
§
Ｑ

Ｓ
の
串
｛
直
ご
口
●
⑩
鼠
ご
己
ぐ
の
『
⑫
三
○
『
○
四
一
】
ご
『
三
四
℃
『
の
⑫
Ｐ
○
○
一
一
・
○
一
四
ｍ
巴
８
－

ｍ
［
目
一
の
ｍ
・
田
ら
・
お
‐
ｇ
・
古
典
文
学
を
対
象
と
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
美
術
作

品
に
も
言
及
が
あ
る
。

＄
９
。
［
カ
ン
ご
□
十
七
世
紀
末
ま
で
の
美
術
と
文
学
に
描
か
れ
た
『
変
身
物
語
』

の
分
析
・
該
博
な
知
識
と
網
羅
的
な
情
報
収
集
に
成
功
し
て
い
る
。

一
色
＄
国
刃
○
三
三
国
幻
（
『
・
）
》
《
ロ
島
】
の
》
》
回
合
舎
房
で
・
・
田
上
屋
．

（
ご
忠
）
ｇ
三
》
《
□
四
つ
ゴ
ロ
の
》
ヨ
ト
の
鶉
爵
。
。
（
］
の
「
穴
巨
ご
功
（
因
。
シ
・
、
の
①
曰
、
。
亘

畠
・
已
函
①
‐
、
］
。

（
］
②
軌
⑤
）
ご
『
《
勺
［
○
Ｆ
向
夷
。
］
｝
七
・
国
『
１
画
②
。

］
ｇ
『
ｐ
Ｐ
《
□
：
目
の
》
．
」
く
ｇ
の
弔
可
巨
言
曰
も
。
②
扇
‐
②
国
。

］
垣
麗
”
ｍ
ｅ
』
七
・
眉
宇
邑
切
・
作
例
に
つ
い
て
の
掴
翻
糠
的
な
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。
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｡

〉
ヘ
ミ
『
の
②
冠
。
厨
国
三
・
二
』
畠
一
七
・
一
念
‐
一
ｓ
・
※
ご
」
合
－
］
盆
（
。
・
・
ご
‐
念
）
・
股
も
詳
し

い
目
録
。
図
版
な
し
。
図
Ⅲ
釦
に
は
、
記
銘
（
左
下
）
閂
・
国
『
一
○
二
の
。
一
一

（
Ⅱ
）
カ
ラ
イ
オ
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
団
団
Ｆ
シ
二
○
ミ
“
。
こ
の
←
『
（
］
』
量
）
・
己
・
呂
函
白
○
・
一
Ｐ

（
一
ｓ
‐
画
ｇ
ｘ
ｌ
蹟
ｌ
ｌ
さ
ヨ
ヨ
）
》
囮
山
『
扇
Ｃ
宣
〆
く
ご
『
ｍ
』
⑭
郡
⑫
弓
因
○
エ
○
三
一
℃
・
呂
・

『
の
己
『
８
．
９
（
作
品
記
述
が
詳
し
い
）
》
○
一
ア
シ
□
Ｐ
で
』
や
９
国
呂
亟
一
房
、
因
○
○
ァ
⑭
○
ェ

（
い
・
）
。
①
一
○
・
・
嵜
凹
室
、
ロ
ー
皇
画
い
へ
の
｛
坊
。
「
二
】
⑦
吻
冒
『
①
①
。
（
。
（
可
。
「
Ｅ
）
い
『
Ｐ
画
②
〈
×
く
】
一
）

防
尹
く
』
シ
ｚ
『
全
。

（
吃
）
三
の
［
『
。
ご
Ｃ
ｌ
一
国
ゴ
ニ
こ
⑫
の
巨
冒
ｏ
『
シ
『
一
・
三
四
『
】
の
（
【
①
い
◎
『
四
で
す
○
○
六
○
『

で
四
『
目
、
一
目
言
Ｃ
と
い
う
記
録
が
、
ワ
ー
ル
プ
ル
グ
研
究
所
の
写
真
資
料
の
中
に
あ
る
。

関
連
デ
ー
タ
は
、

三
一
百
一
へ
二
軍
。
ご
・
。
】
の
【
ご
こ
め
の
Ｅ
三
・
○
『
炉
一
○
四
戸
ゴ
ー
も
。
①
一
昔
ｏ
Ｉ
ｇ
・
ろ
．
ご
＄
国
一
患
ま
②

口
三
ョ
寺
か
ら
入
手
し
た
も
の
。
、
シ
ョ
ン
三
台
・

ス
キ
ア
ヴ
ォ
ー
ネ
に
つ
い
て
は
、
版
画
家
と
し
て
の
作
品
の
う
ち
で
、
パ
ル
ミ
ジ
ァ

ニ
ー
ノ
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
三
シ
ヨ
ョ
ｊ
『
両
（
Ｅ
」
』
望
‐
患
）
も
。
』
｜
Ｐ
単
三
・
版

画
の
作
品
リ
ス
ト
の
中
で
、
神
話
図
像
を
描
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
両
面
Ｆ
シ
三
○

三
§
Ｅ
の
一
一
二
・
己
・
一
合
上
台
．
ま
た
、
こ
の
版
画
家
の
作
品
一
般
に
つ
い
て
は
、

た
だ
し
、
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
を
描
い
た
作
品
と
し
て
具
体
的
に
記
録
を
残
し
て

い
る
資
料
と
し
て
は
、
切
刃
ペ
ン
ｚ
‐
三
壱
巨
尹
三
⑫
○
三
・
皀
七
・
望
『
白
。
」
つ
〒
一
三
・

（
旧
）
三
の
百
○
℃
○
一
一
［
目
三
臣
、
の
ニ
ョ
ｏ
『
シ
『
｛
・
三
ｍ
『
一
の
一
一
の
⑫
Ｏ
『
：
ロ
○
○
天
。
『

で
四
『
且
四
目
ご
○
と
い
う
記
録
が
、
ワ
ー
ル
ブ
ル
グ
研
究
所
の
写
真
資
料
の
中
に
あ

る
が
詳
し
く
は
不
明
。

（
Ｍ
）
作
品
に
は
、
、
。
（
写
の
『
亘
啄
Ｐ
Ｃ
且
○
Ｐ
⑤
』
昌
冤
・
碑
Ｓ
ｍ
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
画
家

に
つ
い
て
の
一
般
的
な
情
報
は
、
三
尹
○
ｚ
尹
昌
（
Ｆ
・
）
》
口
』
』
邉
Ｐ
く
七
・
一
五
‐

（
旧
）
⑫
ヨ
ロ
ｏ
西
○
二
學
童
苗
○
ｍ
因
Ｚ
ｍ
ｐ
宛
。
（
で
。
）
の
（
で
刃
●
尹
弓
（
Ｆ
・
‐
シ
・
）
。
シ
ご
ｎ
ｏ
奇
切

弔
ペ
ミ
困
冒
、
』
、
③
△
‐
』
９
句
切
叱
Ｓ
ｍ
へ
四
一
○
ｍ
Ｅ
の
『
“
訂
。
。
。
⑩
こ
の
ｍ
Ｑ
の
②
喝
弓
】
②
’
９
一
・

Ｆ
の
○
口
色
『
□
○
℃
目
□
二
○
・
℃
Ｐ
ロ
・
一
『
い
－
］
『
閨
・
『
の
で
『
。
□
・

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
癬
館
版
画
室
に
、
関
連
し
た
版
画
が
２
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま

画
の
作
品
リ
ス
ト
の
中
で
、
神
話
図
像
と

ご
愚
ご
匡
旦
一
二
七
・
一
合
上
台
．
ま
た
、
こ
―

ロ
シ
ア
弓
○
エ
マ
×
く
『
。
》
三
国
山
亘
●
壹
一
・
旨
。

に
つ
い
て
の
一
般
的
な
情
報
は
、
三
尹
○
ｚ
尹
昌
Ｐ
・
）
》
口
』
・

念
『
》
『
ロ
シ
ア
『
○
Ｆ
因
『
『
』
（
三
・
）
壱
二
六
い
－
９
『
・
×
く
ち
’
⑤
＄
占
巴
・

皿
）
叩
ヨ
ロ
ロ
西
○
二
三
・
童
汕
戸
○
ｍ
両
Ｚ
国
両
刃
。
（
ア
）
の
（
で
刃
尹
目
（
Ｐ
。

な
お
、
二
四
『
ｇ
『
ぬ
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
日
本
壷
聖
衣
記
が
あ
る
が
、
こ
の

論
文
で
は
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
時
代
の
研
究
史
を
論
じ
た
の
で
、
ヴ
ァ
ー
ル
プ
ル
ク
と

し
た
。 こ
の
論
文
は
、
平
成
十
九
年
九
月
二
八
日
、
日
仏
会
館
（
東
京
）
で
行
わ
れ
た
、

日
仏
美
術
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
図
像
学
を
考
え
る
」
に
お
い

て
行
っ
た
基
調
報
告
に
一
部
重
複
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
○
年
度
に
お
け
る
、

科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
並
び
に
、
芸
術
学
部
共
同
研
究
費

「
ア
ー
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
に
向
け
て
の
基
礎
研
究
」
に
も
と
づ
く
研
究
で
あ
る
。

た
、
こ
れ
に
類
似
し
た
、
プ
ッ
サ
ン
の
素
描
が
、
ロ
ー
マ
の
国
立
素
描
研
究
所
に
あ
る

（
、
弓
両
○
エ
○
三
・
コ
○
・
鼻
力
。
、
両
之
用
ア
ロ
の
（
で
カ
ン
ヨ
』
岩
《
・
一
白
ｐ
馬
）

（
肥
）
幻
ｏ
ｍ
ｍ
ｚ
画
団
再
○
の
一
勺
宛
シ
貝
一
垣
置
』
白
○
・
ｓ
も
．
ご
午
一
ｓ
。
な
お
、
こ
の
素
描
は
、

プ
ッ
サ
ン
が
描
い
た
絵
画
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
所
蔵
の
《
ア

ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
と
の
関
連
性
が
、
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ペ
ネ
イ

オ
ス
の
ポ
ー
ズ
に
は
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
総
合
的
に
は
関
連
性
は
低
い

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
タ
プ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
穂
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で

あ
る
。
プ
ッ
サ
ン
作
の
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
に
関
し
て
は
、
次
の
著
名
な
論
文
が
あ
る
。

己
シ
ｚ
○
田
切
【
く
（
団
・
）
．
《
で
○
二
用
三
⑫
尹
已
○
一
一
Ｃ
②
ご
ロ
ロ
昌
彦
。
⑦
ヨ
ニ
］
巴
ｂ
旨
『
の
》
・

国
昌
の
§
〔
苛
苛
陣
〕
Ｑ
型
２
ざ
亘
閏
旨
、
一
息
Ｐ
昌
七
・
日
上
一
．

（
Ⅳ
）
『
□
幻
六
．
冒
再
ｏ
ｍ
ｏ
エ
両
刃
・
這
冨
と
』
藝
昌
‐
⑭
壱
・
』
さ
〒
量
一
陣
・

（
旧
）
ア
ポ
ロ
と
ピ
ュ
ト
ン
の
第
一
の
挿
話
は
、
た
と
え
ば
、
す
で
に
引
用
し
た
版
画
家

ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ポ
ル
フ
ト
の
挿
絵
集
で
は
、
独
立
し
た
作
品
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

三
局
Ｆ
六
回
９
ｓ
」
。
ｇ
も
』
鵠
》
｜
霊
〈
既
出
）
。

（
旧
）
で
シ
三
○
囹
一
〈
く
（
両
．
）
・
《
一
己
山
、
○
コ
の
一
目
い
》
．
Ｆ
い
『
画
ミ
ミ
ゴ
ご
「
ご
奇
湊

烏
。
】
①
只
可
の
。
（
討
猿
ご
弓
・
Ｐ
の
一
目
一
ｍ
も
・
忠
一
‐
⑮
９
．
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Ⅱ
１
－
ワ
ー
ー
ー
ー

し

類
型
①
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ

ドメニキーノ1616-18年

画布の上にフレスコ

311.8×189.2ｃｍ

ロンドン､ナショナル･ギャラリー

図２ 図１Ａ・デューラーエ房

1502年木版

iiiliii1l鑿蛍篝!i篝ｉｉｉ
邇護鑿霧;灘＃

鰯
議蕊

図４Ｐ．Ｐ・ルーベンスの周辺の画家

素描チョーク、他

237ｘ331cｍ
Ｐ・Ｐ､ルーベンス1636年

板、油彩スケッチ２８．５ｘ27.5ｃｍ

ポナーバイヨンヌ美術館、lnvJO65

図３

１
１
１
１
１

(67）ルネサンスからバロックにかけて描かれた(アポロとダフネ)の図像展開について……ルーベンスとプッサンの周辺



￣

2５ ＬＩＢＲＯ 類
型
②
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド
（
②
と
④
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』
諸
版
の
挿
絵
）

図５Ｂ・サロモン木版

図６Ｂ・サロモン木版

1559年リヨン版(イタリア語)の挿絵

1557年リヨン版(フランス語)の挿絵

；
、

Ｖ・ゾリス木版

1580年フランクフルト版の挿絵、

ロイスナー刊行

図８

薑
H1B

:＃

図７Ｂ・サロモン木版

1557年リヨン版の挿絵
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4ケ

作者不詳木版

1582年ライプチツヒ版の挿絵

図９

図１０Ｐ・ヴァン･テル･ボルフト

1591年アントウエルペン

－－

jCLME■mmPl8pfｪdＣｕｊｃｂ83

図11ｂ１．プリオエングレーヴィング
1651年パリ版の挿絵

図１１ａ１．プリオエングレーヴィング
1619年パリ版の挿絵

(69）ルネサンスからバロックにかけて描かれた(アポロとダフネ)の図像展開について.…ルーベンスとプッサンの周辺



〆

類
型
③
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ペ
ネ
イ
オ
ス

図１３Ａ､スキアヴオーネ1538-40年頃

エッチング１４．６ｘ9.9ｃｍ

ニューヨーク、メトロポリタン美術館

HarrisBrisbaneDickFund,1926（26.70.3［195]）

図１２ＧJ､カライヨ1527年頃

エングレーヴィングＲデルヴァ；エングレーヴィングＲデルヴァガの原画に基づく

オックスフォード、アシュモーリアン美術館

図１４Ａ・スキアヴオーネ

エッチング図１５Ｌ・カンピアーソ（1527-1585）

素描

日本大学芸術学部紀要２００８（70）



〆

類
型
④
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド
と
ペ
ネ
イ
オ
ス

Ｎ､プッサン1635-36年頃，

素描ペン、褐色のインク１９．８×17.1ｃｍ

チヤッツワース、デヴンシャー・コレク

ション、８５９

図1７
図１６作家名不詳

マイヨリカ陶器

図１８Ｎ・プツサン1628-30年頃

ラヴィ､ペン､褐色のインク

１９．７ｘ10.7cｍ

シャンティイ､コンデ美術館､All75;Ｎ210

(71）ルネサンスからバロックにかけて描かれた(アポロとダフネ>の図像展開について……ルーペンスとプッサンの周辺
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類
型
⑤
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
と
ク
ピ
ド
と
ピ
ュ
ト
ン

》辨蝋 》一殿

ＨＤｄ Ｕ７

ｃｚｿi､挿太鞭'ｗ…iGr且，ごc・
ＥＩｍ石６４匹ﾕ，止出公でﾓｱP"=fO

R:;i:;'鐸隠靭麓・
灘とコユ丘成とFP1Ifood呵而､化戸、
睦起可屋a“ご町庫と域fd堂■
Sim二6字｣t:G'P室iN1mJ．
“…麺Pmgl酒lmpPV可66■届＆

「I

繍繍i簿Ｉ；｡

作者不詳木版

1497年ヴェネツイア版の挿絵

図1９
議鱗鰯篭

冒
凸
■
Ｐ

蕊

馬■劃Ｉ
÷ｒ

Ｑ己
｡じ町

,凸｡'

肱.之:'６

作者不詳木版

1553年ヴェネツイア版の挿絵

図2０
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